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久
生
十
蘭
「
鶴
鍋
」（
「
西
林
図
」）
論

開

信

介

は
じ
め
に

「
鶴
鍋
」（
『
オ
ー
ル
読
物
』
昭

・

。「
西
林
図
」
と
改
題
の
上
『
母

22

7

子
像
』
新
潮
社
、
昭

・

所
収
）
は
、
久
生
十
蘭
の
代
表
作
の
一
つ
で

30

7

あ
る
。
本
作
発
表
の
こ
の
時
期
、
中
野
好
夫
「
戦
後
文
学
・
一
九
四
七
」

（
『
新
文
学
』
昭

・

）
が
「
久
生
十
蘭
の
如
き
稀
に
見
る
才
能
」
と

22

12

評
す
る
よ
う
に
、
十
蘭
は
広
く
才
能
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
管
見
の
限
り

同
時
代
評
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
中
野
の
評
価
の
一
端
を
な
し
た
も
の
と

し
て
本
作
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

主
要
先
行
研
究
に
は
、
十
蘭
作
品
に
一
貫
す
る
「
不
如
意
の
い
の
ち
の

嘆
き
」
を
本
作
に
も
見
出
す
も
の
（
亀
井
勝
一
郎
「
解
説
」
『
母
子
像
・

鈴
木
主
水
』
角
川
文
庫
、
昭

・

所
収
）
、
「
春
雪
」
（
『
オ
ー
ル
読
物
』

34

5

昭

・

）
に
代
表
さ
れ
る
「
純
愛
物
」
の
系
譜
と
す
る
も
の
（
澁
澤
龍

24

1

彦
「
解
説
」
『
久
生
十
蘭
全
集
Ⅱ
』
、
三
一
書
房
、
昭

・

所
収
）
、
或

45

1

い
は
「
雲
の
小
径
」
（
『
別
冊
小
説
新
潮
』
昭

・

）
等
の
「
心
霊
物
」

31

1

（
前
掲
澁
澤
論
）
の
系
譜
と
す
る
も
の
（
塚
本
邦
雄
「
蒼
鉛
嬉
遊
曲
」
久

ビ
ス
マ
ス
・
メ
ヌ
エ
ツ
ト

生
十
蘭
『
黄
金
遁
走
曲
』
出
帆
社
、
昭

・

所
収
、
草
森
紳
一
「
心
理

フ
ユ

ー

グ

・

ド

レ

エ

49

12

の
谷
間

―
久
生
十
蘭
『
西
林
図
』
」『
ユ
リ
イ
カ
』
平

・

）
が
あ
る
。

1

6

し
か
し
草
森
論
を
除
き
、
い
ず
れ
も
断
片
的
批
評
に
止
ま
っ
て
い
る
憾
み

が
あ
る
。
草
森
論
で
も
、
失
踪
し
た
作
中
人
物
を
あ
く
ま
で
死
者
と
す
る

点
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
近
年
、
本
作
に
関
し
重
要
な
指
摘
を
行
っ
た
の

は
、
須
田
千
里
「
幸
田
露
伴
「
雪
た
た
き
」
の
構
想

―
久
生
十
蘭
「
鶴

鍋
」
へ
の
影
響
に
及
ぶ
」
（
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
平

・

）
で
あ

28

9

る
。
須
田
論
は
、
十
蘭
が
幸
田
露
伴
「
雪
た
た
き
」
（
『
日
本
評
論
』
昭
14

・

～

）
を
『
幻
談
』
（
日
本
評
論
社
、
昭

・

）
所
収
版
で
読
ん

3

4

16

8

で
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
上
で
、
「
雪
た
た
き
」
と
本
作
の
類
似
・
対
応

関
係
を
指
摘
し
、
本
作
の
構
想
が
「
雪
た
た
き
」
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
本
作
に
お
け
る
同
時
代
表
象
と
俳
諧

的
見
立
て
と
い
う
二
側
面
に
改
め
て
着
目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
前
者
に
つ

い
て
述
べ
れ
ば
、
本
作
発
表
の
昭
和
二
二
年
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
記

憶
も
ま
だ
生
々
し
い
一
方
で
、
占
領
下
日
本
に
お
い
て

／

G
H
Q

S
C
A

（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
。
以
下

）
に
よ
る
諸
改
革

P

G
H
Q

が
急
速
度
で
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
本
作
に
は
戦
争
の
記
憶

や
戦
後
間
も
な
い
日
本
社
会
の
現
状
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
態
を

本
文
に
即
し
つ
つ
詳
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

拙
稿
「
久
生
十
蘭
作
品
群
に
お
け
る
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ
」
（
『
文
学
』

平

・

。
以
下
「
〈
二
重
性
〉
」
）
で
、
十
蘭
作
品
に
頻
出
す
る
〈
二
重

28

1

性
〉
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
「
見
立
て
」
の
作
例
と
し
て
簡
略
に
指
摘
し
た
が
、
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こ
れ
を
補
足
し
つ
つ
作
品
全
体
を
通
じ
た
そ
の
構
造
と
素
材
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
考
察
に
入
る
前
に
、
改
稿
に
関
す
る
諸
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

川
崎
賢
子
「
解
題
」
（
『
定
本
久
生
十
蘭
全
集

』
国
書
刊
行
会
、
平

・

6

22

所
収
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
は
「
西
林
図
」
と
改
題
さ
れ
た
際
、

3作
中
人
物
名
が
改
め
ら
れ
る
等
の
改
稿
が
多
く
な
さ
れ
た
。
大
筋
に
異
同

は
な
い
が
本
稿
で
は
改
稿
後
の
本
文
も
参
照
し
、
論
旨
に
関
わ
る
異
同
に

つ
い
て
は
適
宜
言
及
す
る
。
本
稿
で
の
作
中
人
物
名
の
表
記
及
び
作
品
本

文
引
用
は
初
出
に
よ
る
。

戦
争
の
記
憶
―
―
横
浜
大
空
襲
と
失
踪

1

①

冬
女
氏
は
横
浜
の
親
戚
へ
見
舞
ひ
に
行
つ
て
昼
の
あ
の
大
空
襲
に
あ

ひ
、
そ
の
後
い
ま
だ
に
消
息
が
知
れ
な
い
。
（
傍
線
稿
者
。
便
宜
上

「
鶴
鍋
」
か
ら
の
引
用
に
丸
数
字
を
付
す
。
以
下
同
）

美
学
者
の
土
井
、
俳
名
参
亭
の
恋
人
滋
子
、
俳
名
冬
女
は
空
襲
に
遭
い

行
方
不
明
と
な
る
。
彼
女
は
空
襲
に
ま
ぎ
れ
て
失
踪
し
、
参
亭
と
の
結
婚

を
承
知
し
な
い
祖
父
鹿
島
与
兵
衛
を
捨
て
「
無
籍
準
死
の
人
間
」
と
な
っ

て
恋
人
の
元
へ
赴
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
参
亭
は
滋
子
を
受
け
入
れ
ず
、

彼
女
は
新
潟
の
乳
母
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
る
。
「
鶴
鍋
」
は
、
生
死
不
明

の
滋
子
に
纏
わ
る
以
上
の
真
相
が
次
第
に
浮
か
び
上
が
る
さ
ま
を
一
つ
の

読
み
ど
こ
ろ
と
す
る
。
読
者
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
参
亭
の
俳
友
で
滋
子

を
巡
る
事
態
を
十
分
に
把
握
し
て
い
な
い
冬
木
郎
を
通
じ
て
情
報
を
与
え

ふ

き

お

ら
れ
る
た
め
、
読
者
は
い
わ
ば
冬
木
郎
と
伴
走
し
な
が
ら
次
第
に
真
相
を

知
る
こ
と
と
な
る
。
本
作
の
起
点
と
な
る
こ
の
空
襲
は
現
実
の
空
襲
に
基

づ
く
。
横
浜
は
度
々
空
襲
を
受
け
て
い
る
が
、
規
模
及
び
「
数
少
な
い
昼

間
の
焼
夷
弾
爆
撃
」
（
今
井
清
一
『
新
版
大
空
襲

月

日

―
第
二
次

5

29

大
戦
と
横
浜
』
有
隣
堂
、
平

・

）
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

7

9

作
中
の
空
襲
は
明
ら
か
に
昭
和
二
〇
年
五
月
二
九
日
の
横
浜
大
空
襲
を
指

し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
時
下
、
昭
和
一
九
年
に
入
る
と
米
軍
B
29

に
よ
る
本
格
的
な
日
本
本
土
爆
撃
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
翌
二
〇
年
三
月
一

〇
日
の
東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
と
し
て
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
な
ど
大

都
市
市
街
地
へ
の
焼
夷
弾
爆
撃
が
行
わ
れ
、
八
月
六
日
に
は
広
島
、
九
日

に
は
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
横
浜
大
空
襲
も
こ
の
よ
う
な
大

都
市
爆
撃
の
一
環
を
な
し
、
午
前
九
時
二
二
分
か
ら
午
前
一
〇
時
三
〇
分

ま
で
人
口
密
集
地
域
へ
の
徹
底
的
な
焼
夷
弾
爆
撃
が
行
わ
れ
た
。
市
街
地

は
壊
滅
、
死
者
数
は
八
千
人
に
近
い
と
さ
れ
、
東
京
大
空
襲
及
び
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
を
除
く
と
「
一
回
の
空
襲
と
し
て
は
極
め
て
多
く
の

戦
争
死
者
を
出
し
た
」
（
『
新
版
大
空
襲

月

日
』
前
掲
）
と
さ
れ
る
。

5

29

前
述
の
よ
う
に
滋
子
は
空
襲
に
ま
ぎ
れ
て
失
踪
す
る
が
、
本
作
発
表
当

時
、
空
襲
は
容
易
に
失
踪
と
い
う
言
葉
と
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。『
読

売
新
聞
』
（
昭

・

・

）
の
「
読
者
法
律
相
談
」
に
は
、
「
失
踪
の
父

23

3

17

と
孤
児
」
と
題
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ク
は
引
揚
孤
児
で
す
。
母
を
満
州
で
失
い
、
父
と
は
空
襲
の
と
き

別
れ
た
ま
ゝ
で
す
、
ま
だ
父
の
死
亡
届
を
出
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
（
山
梨
・
松
田
）
／
【
答
】
お
父
さ
ん
の

死
亡
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
見
た
人
が
あ
つ
て
死
亡
し
た
こ
と
が

ハ
ツ
キ
リ
わ
か
れ
ば
、
そ
の
人
の
作
つ
た
□
面
を
添
え
て
市
町
村
長

に
届
出
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
、
み
た
人
も
な
く
、
死
亡
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
失
踪
宣
告
を
う
け
た
う
え
で

戸
籍
か
ら
お
父
さ
ん
の
名
を
消
し
て
も
ら
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
（
中

略
）
（
民
事
局
二
課
）
（
「
□
」
は
判
読
不
明
。
稿
者
）

空
襲
に
よ
る
失
踪
と
い
う
設
定
は
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
現
実
か
ら
着
想
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さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
質
疑
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
失
踪
の
法
的
扱
い
と
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
は
作
中
で
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

実
際
の
法
に
即
し
つ
つ
見
て
み
た
い
。
ま
ず
作
品
内
の
時
間
軸
に
つ
い
て

触
れ
て
お
く
と
、
滋
子
の
失
踪
が
昭
和
二
〇
年
五
月
二
九
日
（
横
浜
大
空

襲
）
、
こ
こ
か
ら
起
算
し
、
滋
子
に
関
す
る
「
こ
の
一
年
の
間
、
越
後
の

雪
の
中
で
謹
ん
で
居
り
ま
し
て
」
と
い
う
鹿
島
の
言
葉
、
「
秋
色
の
池
の

汀
」
「
秋
草
」
「
紅
葉
し
た
白
膠
木
」
等
の
記
述
を
踏
ま
え
る
と
作
中
の
時

間
は
昭
和
二
一
年
秋
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
時

点
で
は
ま
だ
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
滋
子
の
失
踪

に
関
し
適
応
さ
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
明
治
民
法
（
明

・

・

施
行
）

31

7

16

第
二
五
～
三
二
条
と
な
る
（
以
下
、
明
治
民
法
の
条
文
を
「
旧
～
」
と
記

す
）
。
滋
子
の
場
合
は
戦
地
で
の
失
踪
に
あ
た
る
か
ら
「
戦
争
ノ
止
ミ
タ

ル
後
」
三
年
（
通
常
は
七
年
）
経
っ
て
も
生
死
不
明
の
場
合
、
失
踪
宣
告

の
要
件
が
構
成
さ
れ
、
裁
判
所
は
利
害
関
係
人
（
相
続
人
・
配
偶
者
・
債

権
者
な
ど
）
の
請
求
に
よ
り
失
踪
宣
告
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
旧
三
〇

条
）
。「
戦
争
ノ
止
ミ
タ
ル
後
」
と
は
戦
役
が
終
わ
っ
た
時
と
解
さ
れ
る
（
大

谷
美
隆
『
失
踪
法
論
』
明
治
大
学
出
版
部
、
昭

・

）
。
失
踪
宣
告
を

8

6

受
け
た
者
は
「
死
亡
シ
タ
ル
者
ト
看
做
」
さ
れ
る
（
旧
三
一
条
）
。
以
上

を
踏
ま
え
る
と
、
「
失
踪
い
た
し
ま
す
と
無
籍
準
死
の
人
間
に
な
つ
て
し

ま
ふ
」
と
い
う
鹿
島
の
言
葉
は
、
実
際
の
法
に
照
ら
し
正
確
と
い
え
る
。

し
か
し
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
は
昭
和
二
〇
年
八
月
一
四
日
、
降
伏

文
書
調
印
は
同
年
九
月
二
日
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
作
中
の
時
点
で
は

失
踪
宣
告
の
要
件
「
戦
争
ノ
止
ミ
タ
ル
後
」
三
年
を
満
た
し
て
い
な
い
。

実
際
の
法
と
の
齟
齬
と
い
う
点
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
「
東
京
と
新
潟
に

別
れ
て
つ
ら
い
辛
抱
を
し
て
居
り
ま
し
た
の
は
、
あ
の
方
を
〈
そ
ち
ら
の

籍
へ
〉
お
戻
し
ね
が
ひ
た
い
と
い
ふ
そ
れ
だ
け
の
た
め
で
し
た
」
（
〈

〉

内
は
改
稿
後
に
挿
入
）
と
い
う
参
亭
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
失
踪
宣
告

の
取
り
消
し
が
一
重
に
鹿
島
の
意
向
に
よ
る
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え

る
が
、
実
際
に
は
、
失
踪
宣
告
の
取
消
請
求
は
失
踪
し
た
本
人
に
よ
っ
て

も
な
し
う
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
旧
三
二
条
）
。
「
湖
畔
」
（
『
文
芸
』
昭

・

）
で
も
同
様
の
失
踪
即
ち
「
無
籍
準
死
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
用

12

5

い
た
十
蘭
が
、
失
踪
に
関
す
る
法
的
背
景
に
全
く
無
知
で
あ
っ
た
と
は
考

え
難
い
。
実
際
、
失
踪
者
が
「
準
死
」
者
で
あ
る
と
い
う
把
握
は
、
旧
三

一
条
と
符
合
し
て
い
る
。
従
っ
て
先
に
見
た
実
際
の
法
と
の
齟
齬
に
は
何

ら
か
の
企
図
を
認
め
う
る
の
で
は
な
い
か
。

「
冬
女
氏
の
両
親
は
七
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
つ
て
、
鹿
島
の
家
に
は
祖

父
の
与
兵
衛
が
坐
り
な
ほ
し
て
い
た
」
と
あ
る
か
ら
、
鹿
島
家
の
当
主
即

ち
戸
主
は
鹿
島
与
兵
衛
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
明
治
民
法
下
で

は
「
家
」
の
原
理
に
基
づ
き
戸
主
に
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

代
表
的
な
も
の
が
家
族
の
婚
姻
・
養
子
縁
組
へ
の
同
意
権
（
旧
七
五
〇
条
）

で
あ
り
、
戸
主
の
同
意
を
得
ず
そ
れ
ら
の
行
為
を
な
し
た
者
へ
の
離
籍
権

・
復
籍
拒
絶
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た

。
こ
れ
ら
に
加
え
、
本
作
で
は
、

（
一
）

先
に
見
た
よ
う
に
失
踪
者
に
関
し
て
も
戸
主
権
（
復
籍
拒
絶
権
）
を
行
使

し
う
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
戸
主
権
の
虚
構
的
拡

張
は
、
明
治
民
法
下
に
お
け
る
戸
主
の
権
威
の
強
大
さ
を
強
調
し
、
滋
子

を
巡
る
鹿
島
（
戸
主
）
と
参
亭
（
恋
人
）
の
対
決
と
い
う
「
家
」
の
ド
ラ

マ
の
構
図
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
再
び
「
湖
畔
」
に
つ
い
て
触

れ
る
と
、
初
出
（
前
掲
）
と
再
録
版
（
『
モ
ダ
ン
日
本
読
物
シ
リ
ー
ズ
』

第
一
巻
「
探
偵
ス
リ
ル
集
」
新
太
陽
社
、
昭

・

所
収
）
で
は
「
貴
様

22

10

は
そ
れ
に
依
つ
て
速
か
に
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
が
出
来
」
と
あ
る
箇
所

の
傍
線
部
が
、
改
稿
版
（
『
オ
ー
ル
読
物
』
昭

・

）
で
は
「
七
年
の

27

4
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失
踪
期
間
を
待
た
ず
に
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
旧
三
〇
条
の

規
定
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
。
つ
ま
り
少
な
く
と
も
昭
和
三
〇
年
の
改

稿
版
「
西
林
図
」
の
時
点
で
は
、
十
蘭
は
失
踪
に
関
す
る
明
治
民
法
の
規

定
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
で
あ
え
て
戸
主
権
の

虚
構
的
拡
張
を
補
強
す
る
よ
う
な
「
そ
ち
ら
の
籍
へ
」
と
い
う
加
筆
が
な

さ
れ
た
の
は
、
「
家
」
の
主
題
が
本
作
に
と
っ
て
要
で
あ
る
こ
と
を
雄
弁

に
物
語
っ
て
い
よ
う
。

な
お
、
鹿
島
を
戸
主
と
す
る
解
釈
に
は
補
足
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
点

こ
こ
で
述
べ
て
お
く
。
「
坐
り
な
ほ
」
す
と
い
う
表
現
、
ま
た
「
倅
の
与

一
に
家
産
を
譲
つ
て
か
ら
も
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
滋
子
の

両
親
が
死
亡
し
た
際
、
す
で
に
鹿
島
は
法
的
に
隠
居
し
家
督
（
戸
主
権
）

を
息
子
に
譲
っ
て
い
た
と
も
解
し
う
る
。
通
常
の
隠
居
の
主
な
法
的
要
件

は
、
満
六
〇
歳
以
上
か
つ
「
完
全
ノ
能
力
ヲ
有
ス
ル
家
督
相
続
人
カ
相
続

ノ
単
純
承
認
ヲ
為
ス
コ
ト
」
で
あ
る
（
旧
七
五
二
条
）
。
鹿
島
は
「
七
十

ば
か
り
の
老
人
」
と
あ
り
、
息
子
も
い
る
の
で
こ
の
条
件
は
満
た
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
滋
子
に
と
っ
て
鹿
島
が
「
た
だ
一
人
の
肉
親
」
で
あ
る
か

ら
、
彼
女
に
兄
弟
姉
妹
は
い
な
い
。
そ
し
て
家
督
相
続
の
順
位
で
第
一
位

と
な
る
の
は
「
被
相
続
人
ノ
家
族
タ
ル
直
系
卑
属
」
（
旧
九
七
〇
条
）
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
鹿
島
が
法
的
に
隠
居
し
て
い
た
場
合
、
滋
子
の
両
親
の

死
亡
に
伴
い
戸
主
と
な
る
の
は
滋
子
で
あ
り
、
鹿
島
は
再
び
戸
主
た
り
え

な
い
。
た
だ
し
、
仮
に
滋
子
が
、
相
続
時
点
か
ら
作
中
の
現
在
時
ま
で
未

成
年
な
ら
ば
、
鹿
島
が
後
見
人
と
し
て
戸
主
権
を
代
行
し
て
い
る
（
旧
九

三
四
条
）
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
滋
子
の
年
齢
は
不
明
で
、
後
見
の

有
無
な
ど
滋
子
と
鹿
島
の
厳
密
な
法
的
関
係
は
確
定
で
き
な
い
。
参
亭
と

滋
子
の
結
婚
に
つ
い
て
鹿
島
が
「
最
後
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

は
い
け
な
い
と
一
と
言
で
き
ま
り
を
つ
け
る
の
だ
ら
う
」
と
さ
れ
る
以
上
、

む
し
ろ
鹿
島
は
法
的
に
隠
居
し
て
お
ら
ず
、
財
産
贈
与
し
た
息
子
を
実
際

上
の
当
主
と
し
て
立
て
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
こ
の
場
合
、
む
ろ
ん
戸
主
は
鹿
島
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下

で
も
作
中
で
は
鹿
島
即
ち
戸
主
と
し
て
論
を
進
め
る

（
二
）

。

失
踪
者
に
関
す
る
戸
主
権
の
行
使
と
い
う
設
定
同
様
に
重
要
な
こ
と

は
、
前
述
の
よ
う
に
実
際
に
は
失
踪
宣
告
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
作

中
の
時
間
軸
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
西
林
図
」
で
も
改
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

昭
和
二
一
年
秋
頃
と
い
う
設
定
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
さ
に
こ

の
時
期
「
家
」
の
解
体
が
急
速
度
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
次
節
で
は
敗
戦

後
の
「
家
」
解
体
を
巡
る
状
況
を
概
観
し
つ
つ
、
本
作
の
時
間
軸
の
意
味

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

敗
戦
と
民
主
化

―
家
制
度
の
解
体
と
結
婚

2

本
作
冒
頭
、
参
亭
は
「
け
ふ
は
鶴
鍋
を
や
り
ま
す
」
と
冬
木
郎
の
も
と

へ
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
肝
心
の
鶴
は
と
い
う
と
「
鹿
島
の
邸
の
庭
」
に

ひ
ね
り
に
行
く
の
だ
と
い
う
。
鹿
島
の
邸
の
鶴
が
参
亭
の
鯉
を
食
べ
た
の

で
、
そ
の
仕
返
し
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
二
人
が
鹿
島
邸
に
入
り
込
む
と

鹿
島
老
人
が
現
れ
、
あ
の
鶴
は
「
死
ん
だ
も
の
と
あ
き
ら
め
る
ほ
か
は
な

い
」
滋
子
の
身
代
わ
り
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
か
ら
許
し
て
や
っ
て

欲
し
い
と
頼
み
、
さ
ら
に
言
葉
を
重
ね
る
。

②

鶴
に
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
う
い
ふ
不
幸
に
た
ち
い
た
り
ま
し
た
の

は
、
み
な
わ
た
し
の
我
儘
頑
固
か
ら
起
り
ま
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
に

つ
き
ま
し
て
は
こ
の
と
ほ
り
手
を
つ
い
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
鶴

は
、
こ
の
冬
、
越
後
で
雪
に
あ
つ
て
、
長
な
が
く
患
ひ
、
そ
の
後
も
、

心
細
く
暮
し
て
ゐ
る
や
う
に
聞
い
て
居
り
ま
す
。
お
ゆ
る
し
い
た
だ
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け
ま
し
た
ら
、
さ
ぞ
鶴
も
、
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が

こ
の
鹿
島
の
言
葉
で
、
漸
く
冬
木
郎
及
び
読
者
に
も
、
鹿
島
が
い
う
と

こ
ろ
の
鶴
即
ち
滋
子
を
巡
る
事
情
が
把
握
さ
れ
始
め
る
。こ
こ
で
鹿
島
が
、

鶴
＝
滋
子
に
罪
は
な
く
「
わ
た
し
の
我
儘
頑
固
」
こ
そ
現
在
の
不
幸
な
状

況
の
原
因
で
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
、
滋
子
を
「
ま
げ
て
も
と
ど
ほ
り
に
お
戻
し
ね
が

ひ
た
い
」
と
懇
請
す
る
参
亭
に
答
え
る
鹿
島
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。

③

老
人
は
脊
筋
を
立
て
る
と
厳
し
い
顔
つ
き
に
な
つ
て
、
／
「
せ
つ
か

く
の
お
言
葉
で
す
が
、
滋
は
も
う
こ
の
世
に
は
居
り
ま
せ
ん
の
で
、

冥
途
に
居
る
も
の
を
、わ
た
し
が
ゆ
る
す
と
い
つ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、

戻
れ
る
わ
け
の
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
。
わ
た
し
が
あ
な
た
に

お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す
の
は
、
あ
あ
し
て
肉
親
を
捨
て
、
そ
の
う
へ

ま
た
あ
な
た
に
見
放
さ
れ
た
の
で
は
、
さ
ぞ
辛
か
ら
う
と
思
つ
て
そ

れ
で
、
お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す
の
で
、
わ
た
し
の
ゆ
る
す
ゆ
る
さ
ぬ

は
、
別
な
こ
と
に
し
て
い
た
だ
き
ま
せ
う
で
す

こ
こ
に
、
滋
子
が
あ
く
ま
で
死
者
、
別
言
す
れ
ば
鹿
島
家
か
ら
離
籍
し

た
者
で
あ
る
と
い
う
、
鹿
島
の
厳
然
た
る
意
思
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
む
か
し
欧
羅
巴
で
艶
名
を
流
し
た
有
名
な
粋
人
」
だ
が
「
家
柄
や
格
式

に
こ
だ
わ
る
頑
冥
な
と
こ
ろ
も
あ
る
老
人
」
鹿
島
に
と
っ
て
の
「
家
」
の

重
み
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
付
け
加
え
れ
ば
「
七
十
ば
か
り

の
老
人
」
と
あ
る
よ
う
に
鹿
島
は
生
粋
の
明
治
人
で
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
引
用
②
及
び
③
で
示
さ
れ
る
鹿
島
の
態
度
は
対
照
的
で

あ
る
。
滋
子
に
罪
は
な
く
「
か
う
い
ふ
不
幸
」
は
自
ら
の
「
我
儘
頑
固
」

の
た
め
、
つ
ま
り
は
自
己
中
心
的
な
思
い
に
よ
る
過
ち
の
た
め
と
表
現
し

手
を
つ
い
て
ま
で
謝
罪
す
る
（
引
用
②
）
一
方
、
自
ら
責
を
負
っ
た
は
ず

の
滋
子
の
立
場
を
救
う
こ
と
は
頑
と
し
て
拒
否
す
る
（
引
用
③
）
と
い
う

よ
う
に
、
矛
盾
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
川
崎
「
解
題
」

（
前
掲
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
参
亭
と
鹿
島
の
や
り
と
り
は
滋
子
を
巡

る
「
ふ
た
り
の
男
の
意
地
と
義
理
の
立
て
合
い
」
と
も
要
約
で
き
る
。
鹿

島
の
謝
罪
は
、
失
踪
し
た
滋
子
と
逢
う
こ
と
を
「
不
分
明
な
こ
と
」
と
退

け
た
参
亭
の
ふ
る
ま
い
に
「
お
立
派
な
な
さ
れ
か
た
」
と
感
じ
入
っ
た
鹿

島
な
り
の
譲
歩
と
も
解
せ
よ
う
。
ま
た
須
田
「
幸
田
露
伴
「
雪
た
た
き
」

の
構
想
」（
前
掲
）
は
、
鹿
島
に
「
滋
子
を
あ
く
ま
で
死
者
と
し
て
扱
う
」

「
厳
し
さ
」
と
と
も
に
「
死
者
で
あ
れ
ば
鹿
島
家
の
名
に
傷
も
付
か
ぬ
か

ら
と
、
相
愛
の
参
亭
に
受
け
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
老
人
の
孫
娘
を
思
う

情
」
を
見
て
と
っ
て
い
る
。
実
際
「
お
ね
が
ひ
い
た
し
ま
す
の
は
、
あ
あ

し
て
肉
親
を
捨
て
、
そ
の
う
へ
ま
た
あ
な
た
に
見
放
さ
れ
た
の
で
は
、
さ

ぞ
辛
か
ら
う
と
思
つ
」
た
か
ら
と
い
う
よ
う
に
鹿
島
に
は
滋
子
へ
の
愛
情

が
残
っ
て
い
る
。
須
田
の
指
摘
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
鹿
島
に
と
っ
て
「
厳

し
さ
」
と
「
情
」
の
許
容
可
能
な
妥
協
点
が
死
者
と
し
て
の
滋
子
を
参
亭

に
引
き
取
ら
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
鹿
島
の
謝
罪
は
こ
の
妥
協
点
へ
参
亭
を

導
く
た
め
の
演
技
で
あ
っ
た
と
も
解
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
鹿
島

の
矛
盾
を
帯
び
た
狷
介
さ
の
背
後
に
は
、
も
う
一
つ
透
か
し
見
え
る
も
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
改
め
て
作
品
内
の
時
間
軸
で
あ
る
昭
和

二
一
年
秋
頃
に
沿
い
な
が
ら
時
代
背
景
を
確
認
し
た
い
。

敗
戦
直
後
か
ら
始
ま
っ
た

に
よ
る
日
本
の
民
主
化
は
、
多
く
の

G
H
Q

日
本
人
に
熱
狂
的
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
『
増
補
版

敗
北
を
抱
き
し
め
て

―
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
人
』（
上
・
下
巻
、

三
浦
陽
一
・
高
杉
忠
明
・
田
代
泰
子
訳
、
岩
波
書
店
、
平

・

）
は
、

16

1

様
々
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
こ
の
時
期
を
活
写
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
河
上
徹
太
郎
の
「
配
給
さ
れ
た
自
由
」
（
『
東
京
新
聞
』
昭

・
20

・

～

）
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が

10

26

27
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あ
て
が
わ
れ
た
表
層
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懐
疑

も
ま
た
存
在
し
て
い
た
。
日
本
の
非
軍
事
化
を
目
標
と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民

主
化
政
策
は
、
陸
海
軍
の
解
体
・
戦
犯
の
処
罰
・
財
閥
解
体
・
農
地
改
革

・
選
挙
制
度
の
改
革
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
の
転
換
期
に
あ
た
っ
て

焦
点
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
家
制
度
の
廃
止
で
あ
っ
た

（
三
）

。

前
述
の
よ
う
に
、
明
治
民
法
は
家
長
即
ち
戸
籍
上
の
長
で
あ
る
戸
主
に

強
い
権
限
を
与
え
て
い
た
。
ま
た
家
督
相
続
順
位
に
お
い
て
男
性
が
優
先

さ
れ
る
（
旧
九
七
〇
条
）
等
、
男
女
間
の
不
平
等
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
家
制
度
は
、
家
族
に
関
し
「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平

等
」
（
二
四
条
）
を
明
記
し
た
日
本
国
憲
法
、
及
び
「
日
本
国
憲
法
の
施

行
に
伴
う
民
法
の
応
急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
」
（
と
も
に
昭

・

・

22
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施
行
）
に
よ
り
法
的
に
解
体
さ
れ
る
。
本
作
発
表
時
の
昭
和
二
二
年
七

3月
に
は
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な｢

家｣

の
法
的
解
体
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
作
品
内

の
時
間
軸
が
あ
え
て
昭
和
二
一
年
秋
頃
と
い
う
日
本
国
憲
法
施
行
以
前
の

時
期
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
家
制
度
の
解
体
が
目

睫
に
迫
っ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
が
国
民
に
広
く
予
告

さ
れ
て
い
た
。
『
朝
日
新
聞
』
（
昭

・

・

）
は
「
崩
れ
る
封
建
的

21

8

22

〝
家
〟
」
、
同
日
付
『
読
売
新
聞
』
は
「
封
建
の
〝
家
〟
の
制
度
廃
止
」

の
見
出
し
の
も
と
に
、
民
法
改
正
要
綱
を
大
部
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
法
制
度
上
は
あ
く
ま
で
戦
前
か
ら
続
く
明
治
民

法
下
に
あ
る
と
い
う
端
境
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
世
論
の

反
応
は
、
例
え
ば
『
毎
日
新
聞
』（
昭

・

・

）
に
掲
載
さ
れ
た
「
家
」

22
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の
廃
止
・
男
女
平
等
に
つ
い
て
賛
否
を
問
う
世
論
調
査
に
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
民
法
改
正
を
目
前
に
、
全
国
五
千
人
の
成
年
男
女
を
対
象
に
行
わ

れ
た
こ
の
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
「
家
」
の
廃
止
に
賛
成
が
五
七
・
九

％
、
反
対
が
三
七
・
四
％
、「
判
ら
な
い
」
が
四
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
世
論
は
廃
止
に
賛
成

伝
統
の
重
荷
に
叫
ぶ
〝
解
放
〟
」
と
見
出
し
が

付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
世
論
は
廃
止
賛
成
へ
傾
い
て
い
る
。
だ
が
四

割
弱
の
反
対
も
軽
視
は
で
き
ず
、
少
な
か
ら
ず
世
論
が
葛
藤
し
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
男
女
の
既
婚
未
婚
別
に
賛
否
を
分

析
し
た
結
果
で
あ
り
、
男
性
既
婚
が
賛
成
五
一
・
〇
％
、
反
対
四
六
・
三

％
、
判
ら
な
い
二
・
七
％
、
男
性
未
婚
が
賛
成
六
七
・
七
％
、
反
対
三
〇

・
五
％
、
判
ら
な
い
一
・
八
％
、
女
性
既
婚
が
賛
成
五
四
・
〇
％
、
反
対

三
七
・
八
％
、
判
ら
な
い
八
・
二
％
、
女
性
未
婚
が
賛
成
六
八
・
六
％
、

反
対
二
六
・
四
％
、
判
ら
な
い
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
明
ら
か
な
の

は
、
最
も
賛
否
拮
抗
す
る
既
婚
男
性
と
、
賛
成
が
反
対
を
大
き
く
上
回
る

未
婚
男
女
と
い
う
構
図
で
あ
る
。
既
婚
男
性
の
権
威
が
「
家
」
原
理
に
基

づ
い
て
お
り
、
そ
の
権
威
に
左
右
さ
れ
た
の
が
特
に
未
婚
者
で
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
結
果
は
当
然
と
い
え
る
。
こ
の
構
図
は
鹿
島
（
既

婚
男
性
）
と
参
亭
・
滋
子
（
未
婚
者
）
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
「
家
」
の
廃
止
を
巡
っ
て
最
も
葛
藤
の
大
き
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
の
が
鹿
島
で
あ
り
、
そ
れ
を
歓
迎
し
て
し
か
る
べ
き
な
の

が
参
亭
と
滋
子
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

鹿
島
の
矛
盾
し
た
態
度
か
ら
透
か
し
見
え
る
の
が
、
以
上
の
よ
う
な
民

法
改
正
を
巡
る
世
論
の
葛
藤
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
滋
子
と
参
亭
の
立
場
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
前
述
の
よ
う
に
明
治
民
法
下
の
婚
姻
に

は
戸
主
の
意
向
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
他
に
代
表
的
な
婚
姻
の
要
件

と
し
て
在
家
父
母
の
同
意
の
必
要
（
旧
七
七
二
条
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

滋
子
の
両
親
は
と
も
に
死
亡
し
て
お
り
問
題
と
な
ら
な
い

（
四
）

。
問
題
は

鹿
島
が
滋
子
の
「
た
だ
一
人
の
肉
親
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
滋
子

が
鹿
島
家
の
唯
一
の
家
督
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
明
治
民
法
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下
で
は
法
定
推
定
家
督
相
続
人
（
第
一
順
位
の
家
督
相
続
人
）
で
あ
る
女

子
が
他
家
に
嫁
す
に
は
相
当
な
困
難
が
伴
っ
た

（
五
）

。
法
定
推
定
家
督
相

続
人
は
他
家
に
入
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
（
旧
七
四
四
条
）
、

滋
子
の
よ
う
な
場
合
、
他
家
に
嫁
す
に
は
被
相
続
人
で
あ
る
鹿
島
の
意
思

に
基
づ
い
て
相
続
人
の
廃
除
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廃
除
に
は
訴

訟
手
続
き
を
踏
み
、
裁
判
所
の
審
査
に
よ
り
法
定
の
廃
除
原
因
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た

（
六
）

。
つ
ま
り
滋
子
は
戸
主
の
意
向
及
び
家

督
相
続
と
い
う
二
重
の
点
で
「
家
」
に
縛
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

の
よ
う
な
滋
子
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
鹿
島
の
強
硬
な
反
対
に
あ
っ
た
以

上
、
参
亭
と
結
婚
す
る
に
は
失
踪
し
「
無
籍
準
死
」
の
人
間
と
な
る
他
な

か
っ
た
。
滋
子
は
「
家
」
を
捨
て
参
亭
へ
の
愛
を
選
ん
だ
わ
け
で
、
前
述

の
よ
う
に
「
家
」
の
廃
止
を
最
も
歓
迎
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

だ
が
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
次
の
参
亭
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
そ

こ
に
も
や
は
り
葛
藤
が
存
在
し
て
い
る
。

④

先
日
、
新
潟
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
長
い
あ
ひ
だ

辛
抱
し
て
ゐ
た
が
、
も
う
ど
う
し
て
も
我
慢
が
出
来
な
い
の
で
、
よ

そ
な
が
ら
ひ
と
眼
老
台
の
顔
を
見
に
行
く
こ
と
に
し
た
が
、
あ
あ
い

ふ
不
孝
の
あ
と
な
の
で
、
と
て
も
構
内
へ
入
り
こ
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
池
の
汀
の
蘆
の
間
に
し
や
が
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
老
台
を
そ
こ
ま

で
ひ
き
だ
し
て
も
ら
ひ
た
い
と
、
ま
あ
、
か
う
い
ふ
こ
と
で
し
た
。

参
亭
が
鶴
に
事
寄
せ
て
鹿
島
の
家
に
入
り
込
ん
だ
の
は
、
滋
子
の
依
頼

を
受
け
彼
女
に
祖
父
を
一
目
見
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
自
ら
捨
て
た
「
家
」

を
体
現
す
る
存
在
で
は
あ
っ
て
も
、
滋
子
に
祖
父
へ
の
愛
情
を
断
ち
切
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
参
亭
が
滋
子
を
拒
み
続
け
て
い
る
の
も
彼
女
の
葛
藤

を
十
分
に
承
知
し
て
い
た
故
で
あ
っ
た
。

⑤

わ
た
く
し
は
あ
の
方
を
愛
し
て
を
り
ま
す
の
で
、
そ
ば
に
ゐ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
は
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
は

陰
り
の
あ
る
暗
い
人
生
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
東
京
と
新
潟
に
別
れ
て
つ
ら
い
辛
抱
を
し
て
居
り
ま
し
た

の
は
、
あ
の
方
を
〈
そ
ち
ら
の
籍
へ
〉
お
戻
し
ね
が
ひ
た
い
と
い
ふ

そ
れ
だ
け
の
た
め
で
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
な
ら
ぬ
と
お
つ
し
や
る

の
で
し
た
ら
お
ゆ
る
し
の
出
る
ま
で
、
こ
の
ま
ま
で
ゐ
る
ほ
か
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん

戦
後
に
な
り
民
主
改
革
が
進
め
ら
れ
、
あ
と
少
し
待
て
ば
「
家
」
か
ら

解
放
さ
れ
た
個
人
同
士
の
自
由
な
結
婚
が
法
制
度
的
に
は
可
能
と
な
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
参
亭
は
あ
く
ま
で
滋
子
の
「
家
」
へ
の
復
帰
を
願
う
。
参

亭
の
拒
絶
と
懇
請
こ
そ
、
本
作
に
お
け
る
人
々
の
感
情
の
縺
れ
を
「
家
」

と
個
人
の
対
立
と
い
っ
た
枠
組
の
み
に
止
ま
ら
な
い
、
血
の
通
っ
た
も
の

と
し
て
描
き
出
し
え
た
要
で
あ
る
。
参
亭
が
あ
え
て
鹿
島
と
の
対
面
を
選

ぶ
の
は
、
滋
子
の
「
あ
あ
い
ふ
不
孝
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

「
家
」
（
「
孝
」
）
に
基
づ
い
た
肉
親
の
情
愛
の
形
が
、
戦
前
の
明
治
民
法

下
で
は
勿
論
の
こ
と
、
戦
後
の
民
主
的
法
改
革
に
よ
っ
て
も
一
変
す
る
ほ

ど
生
半
な
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
滋
子
の
葛
藤
も
止
ま
な
い
こ
と
を
十

分
に
理
解
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
参
亭
が
滋
子
を
拒
み
続
け
た
の
は
、

愛
す
る
者
に
葛
藤
し
続
け
る
「
陰
り
の
あ
る
暗
い
人
生
」
を
送
ら
せ
た
く

な
い
と
い
う
心
遣
り
故
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
参
亭
の
懇
請
を
受
け
、
鹿
島

は
「
森
閑
と
考
え
沈
ん
で
い
た
が
、
眼
を
あ
げ
る
と
急
に
晴
れ
や
か
な
顔
」

に
な
り
、
滋
子
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。
鹿
島
の
「
ゆ
る
し
」

は
「
参
亭
と
滋
子
の
清
ら
か
な
愛
の
あ
り
よ
う
」（
須
田
「
幸
田
露
伴
「
雪

た
た
き
」
の
構
想
」
前
掲
）
に
心
を
動
か
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

「
森
閑
と
考
え
沈
」
む
鹿
島
を
「
ゆ
る
し
」
へ
と
つ
い
に
踏
み
切
ら
せ
た

も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。
「
家
」
へ
の
こ
だ
わ
り
に
は
明
治
の
老
人
で
あ
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る
鹿
島
な
り
の
意
地
の
通
し
方
、
滅
び
ゆ
く
前
の
世
へ
の
義
理
立
て
と
い

う
側
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
鹿
島
の
琴
線
に
触
れ
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
自
分
の
意
地
に
対
し
「
ど
う
し
て
も
な
ら
ぬ
と
お
つ
し
や
る
の

で
し
た
ら
お
ゆ
る
し
の
出
る
ま
で
、
こ
の
ま
ま
で
ゐ
る
ほ
か
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
」
と
、
「
家
」
の
解
体
を
目
前
に
し
な
が
ら
も
あ
く
ま
で
正
面
か
ら

向
き
合
う
参
亭
な
り
の
誠
意
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

か
く
し
て
本
作
は
大
団
円
を
迎
え
る
。「
左
手
に
家
紋
入
り
の
提
灯
を
、

右
手
に
白
扇
」
を
持
っ
た
鹿
島
に
「
よ
う
こ
そ
、
お
帰
り
」
と
迎
え
入
れ

ら
れ
る
滋
子
は
「
い
わ
ば
彼
岸
か
ら
帰
還
」
（
川
崎
「
解
題
」
前
掲
）
す

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
本
作
の
場
合
、
滋
子
は
あ
く
ま
で
見
立
て
の
上
で

の
死
者
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
生
霊
」
（
『
新
青
年
』
昭

・

）
、「
黄
泉

16
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か
ら
」
（
『
オ
ー
ル
読
物
』
昭
和

・

）
と
通
底
す
る
、
戦
争
死
者
の
肉

21

12

親
の
も
と
へ
の
帰
還
と
い
う
主
題
を
見
て
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

見
立
て
の
空
間

―
構
造
と
素
材

3

本
節
で
は
、
本
作
の
い
わ
ば
美
学
的
側
面
と
で
も
い
う
べ
き
「
見
立
て
」

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
見
立
て
は
、
歌
舞
伎
や
見
立
て
絵
な
ど
日
本
文
化

に
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
「
見
立
て
の
背
景
に
は
、
美
の
否
定

的
な
現
象
性
と
も
呼
ぶ
べ
き
風
雅
の
道
、
あ
る
い
は
俳
諧
的
精
神
が
存
し

て
い
る
」（
大
石
昌
史
「
見
立
て
の
詩
学

―
擬
え
と
転
用
の
弁
証
法
」『
哲

学
』
平

・

）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
俳
諧
的
な
文
脈
と
深
く
関

27

3

わ
っ
て
い
る
。
本
作
の
作
中
人
物
た
ち
は
「
参
亭
」
「
冬
木
郞
」
「
冬
女
」

と
俳
名
で
呼
ば
れ
る
俳
人
た
ち
で
あ
り
、
鹿
島
も
ま
た
「
風
流
と
豪
奢
を

い
ま
も
語
草
」
に
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
参
亭
の
俳
名

に
関
す
る
挿
話
（
初
出
の
み
）
や
参
亭
の
句
の
挿
入
、
鶴
鍋
を
提
案
す
る

参
亭
の
突
飛
さ
を
冬
木
郞
が
は
じ
め
句
作
に
関
す
る
こ
と
故
と
解
釈
す
る

な
ど
、
本
作
に
は
俳
諧
の
モ
チ
ー
フ
が
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
結
節
点
を
な
し
て
い
る
の
が
見
立
て
の
趣
向
な
の
で

あ
る
。

俳
諧
用
語
と
し
て
の
見
立
て
は
「
あ
る
も
の
を
他
の
も
の
に
な
ぞ
ら
え

る
作
り
方
」（
『
俳
諧
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
昭

・

）
と
さ
れ
る
。「
横

32

7

浜
の
空
襲
の
後
、
間
も
な
く
庭
へ
ま
ゐ
り
ま
し
て
、
そ
の
ま
ま
ず
つ
と
居

付
い
て
居
」
る
た
め
「
滋
の
身
代
り
の
や
う
」
と
鹿
島
が
い
う
鶴
は
、
引

用
②
で
も
見
た
よ
う
に
滋
子
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
空
襲
に
よ
る

戦
災
死
を
装
い
失
踪
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
滋
子
は
、
鹿
島
に
よ
っ

て
「
故
人
」
「
妙
滋
大
姉
」
と
呼
ば
れ
、
生
者
で
あ
り
な
が
ら
あ
く
ま
で

死
者
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
鶴
を
発
端
と
し
た
鶴
―
滋
子
―
死

者
と
い
う
見
立
て
の
連
鎖
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
連
鎖
が
「
鶴
鍋
」
と
い

う
物
語
の
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

（
七
）

。

鶴
―
滋
子
―
死
者
の
見
立
て
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
〈
二
重
性
〉
」
（
前

掲
）
で
、
十
蘭
作
品
に
頻
出
す
る
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ
（
人
間
の
入
れ

替
わ
り
や
取
り
違
え
な
ど
、
あ
る
対
象
が
Ａ
で
も
あ
り
Ｂ
で
も
あ
り
う
る

よ
う
な
も
の
）
の
一
つ
と
し
て
触
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
本
作
に
お
け
る
見

立
て
は
こ
れ
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

⑥

遠
い
池
の
端
は
あ
い
ま
い
に
草
の
な
か
に
消
え
、
水
と
空
が
い
つ
し

よ
に
な
つ
て
は
て
し
な
く
茫
々
と
し
、
倪
雲
林
の
「
西
林
図
」
の
湖

で
も
見
て
ゐ
る
や
う
な
広
漠
と
し
た
感
じ
を
起
さ
せ
る
。
（
中
略
）

水
門
の
は
う
へ
ゆ
る
く
弧
を
ひ
ろ
げ
た
池
の
隈
の
、
ち
や
う
ど
そ
こ

だ
け
が
夕
陽
で
茜
色
に
染
ま
っ
た
乱
杭
石
の
上
に
、
へ
ん
に
煤
ぼ
け

た
真
鶴
が
一
羽
、
し
よ
ん
ぼ
り
と
尾
羽
を
垂
れ
て
立
つ
て
ゐ
る
の
が

見
え
た
。



- 49 -

右
は
参
亭
た
ち
が
鹿
島
邸
の
庭
園
で
鶴
に
出
会
う
場
面
。こ
の
鶴
は
「
真

鶴
」
で
あ
る
。
マ
ナ
ヅ
ル
の
体
色
は
「
全
身
青
色
ヲ
帯
ビ
タ
灰
黒
色
」（
内

田
清
之
助
・
下
村
兼
二
『
原
色
鳥
類
図
譜
』
三
省
堂
、
昭

・

）
と
さ

7

6

れ
、
本
作
で
は
こ
れ
を
指
し
て
「
へ
ん
に
煤
ぼ
け
た
」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
が
参
亭
の
鯉
を
食
べ
た
件
の
鶴
な
の
だ
が
、
次
に
引
く
よ
う
に
参
亭
は

当
初
こ
の
鶴
を
「
丹
頂
の
鶴
」
と
呼
ん
で
い
た
。

⑦

ツ
ル
菜
ぢ
や
な
い
、
鶴
。
そ
れ
も
、
狩
野
派
の
り
ゆ
う
と
し
た
丹
頂

の
鶴
で
す
。
鶴
は
千
年
に
し
て
黒
、
三
千
年
に
し
て
白
鶴
と
い
ひ
ま

す
が
、
ま
だ
ほ
ん
た
う
に
白
く
抜
け
て
ゐ
な
い
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
二
千
六
百
年
ぐ
ら
ゐ
の
や
つ
で
せ
う

つ
ま
り
本
作
に
登
場
す
る
「
へ
ん
に
煤
ぼ
け
た
真
鶴
」
は
、
参
亭
に
よ

っ
て
、
黒
か
ら
白
へ
の
変
色
過
程
に
あ
る
「
ま
だ
ほ
ん
た
う
に
白
く
抜
け

て
ゐ
な
い
」
「
丹
頂
の
鶴
」
（
「
白
鶴
」
）
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、

参
亭
の
「
風
よ
惜
し
め
一
つ
こ
も
り
居
る
薔
薇
の
紅
」
の
句
に
も
見
立
て

あ
け

が
あ
る
。
事
情
を
把
握
し
た
冬
木
郎
が
「
籠
り
居
る
と
い
う
以
上
、
こ
れ

は
冬
薔
薇
に
ち
が
い
な
い
の
で
、
す
る
と
薔
薇
の
紅
は
冬
女
氏
な
の
だ
と

す
ぐ
疎
通
し
な
か
つ
た
の
が
ふ
し
ぎ
な
く
ら
ゐ
だ
つ
た
」
と
述
べ
る
よ
う

に
、
参
亭
の
句
の
「
薔
薇
の
紅
」
は
新
潟
の
乳
母
の
も
と
へ
身
を
寄
せ
「
こ

の
冬
、
越
後
で
雪
に
あ
つ
て
、
長
な
が
く
患
」
っ
て
い
た
滋
子
を
暗
に
詠

ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
滋
子
と
「
薔
薇
の
紅
」
の
見
立
て
は
、

滋
子
を
描
写
し
た
「
ひ
き
つ
め
に
し
て
薄
紅
い
玉
の
簪
を
し
て
ゐ
た
」
と

い
う
箇
所
に
も
支
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
鹿
島
邸
の
庭
園
も
、
引
用

⑥
に
あ
る
よ
う
に
「
倪
雲
林
の
「
西
林
図
」
の
湖
で
も
見
て
ゐ
る
や
う
な
」

と
一
幅
の
画
に
重
ね
ら
れ
て
い
る

（
八
）

。
こ
の
鹿
島
邸
の
庭
園
と
二
重
写

し
に
な
っ
た
「
倪
雲
林
の
「
西
林
図
」
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
本
作
で
重
要
で

あ
る
の
は
、
初
出
の
「
鶴
鍋
」
が
「
西
林
図
」
へ
と
改
題
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
窺
え
る
。
作
品
に
横
溢
す
る
見
立
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
包
含
さ
れ
収
斂

す
る
空
間
に
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
庭
園
も
ま
た
、
そ
れ
自
体
ダ
ブ
ル
イ
メ

ー
ジ
の
空
間
と
し
て
企
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
九
）

。
こ
の
よ
う
な
見
立

て
モ
チ
ー
フ
の
連
関
的
構
造
は
、
本
作
に
様
式
的
美
観
を
与
え
る
も
の
と

ま
ず
は
い
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
見
立
て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
創
造
さ
れ
た

の
か
。
最
初
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
本
作
の
約
二
年
後
に
発
表
さ
れ
た

「
氷
の
園
」
（
『
夕
刊
新
大
阪
』
昭

・

・

～
昭

・

・

）
の
次

24
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の
一
節
で
あ
る
。

水
門
に
近
い
池
の
す
み
の
夕
暮
が
澱
ん
だ
乱
杭
石
に
大
き
な
鷺
が
一

羽
寂
然
と
立
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
香
世
子
は
ふ
く
み
笑
い
を
し
な

が
ら
、
／
「
白
川
さ
ん
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
以
津
子
さ
ん
の
霊
か

も
し
れ
な
く
っ
て
よ
。
勢
以
子
さ
ん
な
ん
か
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

会
い
に
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
わ
。
八
犬
伝
で
浜
路
が
白
鷺
に
な
っ

て
信
乃
に
会
い
に
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
あ
の
話
み
た
い
に
」

十
蘭
は
改
稿
癖
に
加
え
自
作
引
用
癖
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が

（
十
）

、
こ

の
「
氷
の
園
」
の
一
節
も
先
に
引
い
た
「
鶴
鍋
」
の
一
節
か
ら
の
自
作
引

用
と
い
え
る
。
夕
暮
れ
、
水
門
に
近
い
池
の
す
み
の
乱
杭
石
の
上
に
、
水

鳥
が
一
羽
立
っ
て
い
る
と
い
う
情
景
、
さ
ら
に
そ
の
鳥
が
死
者
の
霊
に
見

立
て
ら
れ
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
注
目
し
た
い

の
は
「
氷
の
園
」
で
白
鷺
が
白
川
の
か
つ
て
の
恋
人
以
津
子
の
亡
霊
に
な

ぞ
ら
え
ら
れ
る
際
、
曲
亭
馬
琴
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
文
化
一
一
～
天

保
一
三
年
刊
）
中
の
犬
塚
信
乃
と
そ
の
許
嫁
浜
路
の
挿
話
が
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
十
蘭
の
馬
琴
『
八
犬
伝
』
体
験
は
、
そ
の
語
り
直

し
を
試
み
た
「
新
版
八
犬
伝
」（
『
新
青
年
』
昭

・

）・
「
信
乃
と
浜
路
」

13

4

（
『
オ
ー
ル
読
物
』
昭

・

）
の
二
作
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
八
犬

26

2
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伝
』
原
作
に
「
浜
路
が
白
鷺
に
な
っ
て
信
乃
に
会
い
に
ゆ
く
」
と
い
う
挿

話
は
存
在
し
な
い

（
十
一
）

。
こ
れ
は
自
作
「
新
版
八
犬
伝
」
で
、
信
乃
が
白

鷺
に
化
身
し
た
浜
路
の
亡
霊
と
出
会
う
次
の
場
面
へ
の
言
及
な
の
で
あ

る
。

す
ぐ
そ
ば
の
汀
で
か
す
か
な
水
音
が
し
た
。
振
向
い
て
見
る
と
、
水

墨
で
か
い
た
や
う
な
芦
の
あ
ひ
だ
に
、一
羽
の
白
鷺
が
立
つ
て
ゐ
る
。

は
つ
か
に
肩
を
す
ぼ
め
、
首
を
垂
れ
て
じ
つ
と
し
て
ゐ
る
。（
中
略
）

白
鷺
は
片
足
お
ろ
し
て
、
羽
づ
く
ろ
ひ
を
す
る
や
う
な
身
ぶ
り
を
す

る
。
／
白
鷺
で
は
な
く
て
浜
路
だ
つ
た
。
夏
草
の
裾
模
様
の
つ
い
た

白
い
絽
の
長
襦
袢
を
着
て
ゐ
る
。
夕
風
に
そ
よ
ぐ
芦
と
見
え
た
の
は
、

浜
路
の
襦
袢
の
裾
の
模
様
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

『
八
犬
伝
』
第
三
輯
巻
之
四
第
二
八
回
に
は
「
恋
し
き
は
犬
塚
ぬ
し
。

わ
が
魂
は
こ
の
山
の
、
裾
野
の
沼
の
水
鳥
と
、
な
り
つ
ゝ
許
我
へ
束
の
間

に
、
い
ゆ
き
て
良
人
に
告
ま
ほ
し
」
と
い
う
浜
路
の
末
期
の
言
葉
が
見
え
、

十
蘭
は
こ
れ
を
触
媒
に
し
て
い
る

（
十
二
）

。
『
八
犬
伝
』
で
は
「
水
鳥
」
と

あ
っ
た
も
の
を
、
十
蘭
が
「
白
鷺
」
と
し
た
の
は
、
歌
舞
伎
の
長
唄
所
作

事
『
柳

雛

諸

鳥

囀
』
（
宝
暦
一
二
年
四
月
、
江
戸
市
村
座
初
演
）

や
な
ぎ
に
ひ
な
し
よ
ち
よ
う
の
さ
え
ず
り

中
の
一
曲
「
鷺
娘
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
与
っ
て
い
よ
う
。
十
蘭
が
若
い
頃
か

ら
歌
舞
伎
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
随
筆
「
歌
舞
伎
教
室
」（
『
文
芸
春
秋
』

昭

・

）
に
窺
え
る
。
恋
に
悩
む
鷺
娘
が
水
辺
に
白
無
垢
姿
で
現
れ
、

27
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つ
い
に
は
地
獄
の
責
め
に
苦
し
む
趣
向
の
「
鷺
娘
」
と
「
新
版
八
犬
伝
」

は
、
白
鷺
＝
娘
、
恋
の
苦
し
み
と
い
う
背
景
、
鷺
の
白
さ
＝
娘
の
白
い
着

物
、
水
辺
と
い
う
舞
台
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
。
さ
ら
に
「
は
つ
か
に
肩

を
す
ぼ
め
、
首
を
垂
れ
て
じ
つ
と
し
て
ゐ
る
」
、「
白
鷺
は
片
足
お
ろ
し
て
、

羽
づ
く
ろ
ひ
を
す
る
や
う
な
身
ぶ
り
を
す
る
」
と
い
う
「
新
版
八
犬
伝
」

の
記
述
は
、
「
〽
吹
け
ど
も
傘
に
」
で
、
白
無
垢
の
娘
姿
の
白
鷺
が
、
し

ょ
ん
ぼ
り
水
の
辺
に
立
つ
。
（
中
略
）
〽
濡
れ
鷺
の
」
で
鳥
足
を
み
せ
、

〽
迷
う
心
の
」
で
鳥
の
羽
ば
た
き
」
（
群
司
正
勝
編
『
日
本
舞
踊
辞
典
』

東
京
堂
出
版
、
昭

・

）
と
い
う
「
鷺
娘
」
冒
頭
の
所
作
と
符
合
し
て

52
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い
る
。（

十
三
）

以
上
を
踏
ま
え
本
作
に
話
を
戻
す
と
、
「
新
版
八
犬
伝
」
の
先
の
場
面

の
結
構
は
白
鷺
（
水
鳥
）
―
浜
路
（
女
）
―
死
者
と
図
式
化
で
き
、
こ
れ

は
本
作
の
鶴
（
水
鳥
）
―
滋
子
（
女
）
―
死
者
の
見
立
て
と
一
致
し
て
い

る
。
浜
路
と
滋
子
は
、
家
族
に
よ
っ
て
恋
人
と
の
結
婚
を
妨
げ
ら
れ
る
点
、

恋
人
に
拒
ま
れ
る
点
で
共
通
す
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
さ
ら
に
本
作

に
お
け
る
「
真
鶴
」
の
「
し
よ
ん
ぼ
り
と
尾
羽
を
垂
れ
て
立
つ
て
ゐ
る
」

→
「
嘴
を
胸
に
う
づ
め
、
片
脚
だ
け
で
寂
然
と
立
つ
て
ゐ
た
」
→
「
首
を

あ
げ
て
、
じ
ろ
り
と
こ
ち
ら
へ
ふ
り
か
へ
る
と
、
冷
淡
な
や
う
す
で
ち
よ

つ
と
羽
づ
く
ろ
ひ
」
と
い
う
描
写
の
順
序
は
、
前
述
し
た
「
新
版
八
犬
伝
」

の
「
鷺
娘
」
か
ら
摂
取
し
た
と
思
し
い
〈
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
様
子
〉
→
〈
片

足
立
ち
〉
→
〈
羽
づ
く
ろ
い
〉
と
い
う
描
写
の
順
序
と
符
合
し
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
も
本
作
が
「
新
版
八
犬
伝
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
本
作
の
鶴
―
滋
子
―
死
者
の
見
立
て
の
結
構
は
、
『
八
犬
伝
』
と

「
鷺
娘
」
を
触
媒
と
し
た
「
新
版
八
犬
伝
」
の
先
の
場
面
を
さ
ら
な
る
触

媒
と
し
て
創
造
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

で
は
「
白
鷺
」
を
な
ぜ
「
鶴
」
に
、
就
中
「
真
鶴
」
に
置
き
換
え
た
の

か
。
「
鶴
」
へ
の
置
き
換
え
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う

な
大
団
円
を
迎
え
る
本
作
に
「
鷺
娘
」
の
薄
幸
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
ぐ

白
鷺
は
好
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
鶴
で
あ
れ
ば
、
白
鷺
（
一
般
に
コ
サ
ギ

・
チ
ュ
ウ
サ
ギ
・
ダ
イ
サ
ギ
な
ど
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
七

巻
、
小
学
館
、
平

・

）
と
長
い
嘴
・
首
・
脚
な
ど
の
優
美
な
姿
形
に

13

6

お
い
て
共
通
し
な
が
ら
も
、
「
鶴
は
千
年
」
の
ご
と
く
縁
起
の
よ
い
鳥
と
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さ
れ
る
た
め
、
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
作
冒
頭
で

の
冬
木
郎
の
次
の
言
葉
は
、
こ
の
よ
う
な
鶴
の
イ
メ
ー
ジ
が
意
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

⑧

い
ぜ
ん
、
鶴
の
缶
詰
と
い
ふ
の
が
あ
つ
て
、
子
供
の
と
き
に
食
べ
た

こ
と
が
あ
つ
た
よ
。
丹
頂
の
鶴
が
短
冊
を
く
は
へ
て
飛
ん
で
ゐ
る
極

彩
色
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
つ
て
あ
つ
て
、
そ
の
短
冊
に
『
千
年
長
命
』

と
書
い
て
あ
る
ん
だ
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
先
行
す
る
自
作
と
の
関
連
で
あ
る
。
す
で
に

指
摘
が
あ
る
よ
う
に
（
草
森
「
心
理
の
谷
間
」
前
掲
、
川
崎
「
解
題
」
前

掲
）
、
本
作
は
同
年
に
発
表
さ
れ
た
掌
篇
「
水
草
」
（
『
宝
石
』
昭
和

・
22

）
と
構
想
に
お
い
て
重
複
す
る
点
が
あ
る
。
参
亭
の
句
に
あ
る
前
述
の

1滋
子
―
「
薔
薇
の
紅
」
の
見
立
て
も
、
状
況
こ
そ
異
な
れ
、
恋
人
の
現
状

を
男
が
句
に
詠
み
込
む
点
で
「
水
草
」
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
男
が
俳
友
の
も
と
を
訪
れ
、
隣
家
の
水
鳥
を
ひ
ね
っ
て
食
べ

よ
う
と
提
案
す
る
発
端
の
踏
襲
で
あ
る
。
こ
の
踏
襲
は
必
然
的
に
登
場
す

る
鳥
が
食
用
と
な
り
う
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
「
水
草
」
で
登
場
す
る
鳥

は
「
あ
ひ
鴨
」
（
「
あ
ひ
る
」
）
で
あ
る
が
、
白
鷺
の
よ
う
な
姿
形
の
優
美

さ
に
は
欠
け
る
。
そ
こ
で
前
述
の
よ
う
に
優
美
さ
に
お
い
て
白
鷺
と
共
通

す
る
上
、
食
用
と
な
り
う
る
鳥
で
も
あ
る
鶴
が
想
起
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
明
治
期
に
入
っ
て
も
鶴
食
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り

（
十
四
）

、
十
蘭
は
そ
れ
を
見
聞
き
し
て
い
た
。
例
え
ば
引
用
⑧
に
あ
る
「
鶴

の
缶
詰
」
は
、
江
口
雄
輔
「
解
題
」(

『
定
本
久
生
十
蘭
全
集

』
平

10

23

・

所
収
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
か
つ
て
「
ゐ
の
・
し
か
・
て
ふ
」（
『
函

12
館
新
聞
』
昭

・

・

）
で
も
言
及
さ
れ
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
「
鶴
の

2

3

28

缶
詰
」
を
食
べ
た
記
憶
は
十
蘭
の
幼
少
時
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
も
の
と

思
し
い
。
鶴
の
缶
詰
の
実
在
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
（
明

・

・

）

32

1

3

の
「
元
山
津
片
信
」
に
「
摩
天
嶺
上
の
丹
頂
鶴
の
缶
詰
」
へ
の
言
及
が
あ

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る

（
十
五
）

。
歴
史
上
の
鶴
食
に
つ
い
て
も
、｢

捕
物
御

前
試
合｣

（
『
奇
譚
』
昭

・

）
で
徳
川
将
軍
家
鶴
御
成
の
儀
式
で
供
さ

14

8

れ
る
「
新
年
三
ヶ
日
の
朝
供
御
の
鶴
の
お
吸
物
」
と
し
て
触
れ
て
い
た
。

鶴
の
料
理
法
を
鍋
と
し
た
の
も
「
水
草
」
冒
頭
を
踏
襲
し
た
名
残
と
考

え
ら
れ
る
。
「
水
草
」
で
は
男
が
「
葱
と
ビ
ー
ル
」
を
携
え
て
来
て
「
あ

ひ
鴨
」
を
ひ
ね
り
に
行
く
。
「
鴨
葱
」
と
い
う
俗
言
が
あ
る
よ
う
に
、
鴨

と
葱
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
は
鴨
鍋
で
あ
る
。
本
作
の
場
合
、
参
亭
が
「
ビ

ー
ル
と
葱
」
を
さ
げ
て
冬
木
郎
を
訪
れ
る
点
で
は
「
水
草
」
を
踏
襲
し
て

い
る
が
、
一
方
で
「
あ
ひ
鴨
」
は
「
鶴
」
に
置
き
換
え
た
の
で
、
鶴
鍋
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
鶴
鍋
は
必
ず
し
も
奇
を
衒
っ
た
虚
構
の
料

理
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
十
蘭
は
「
昆
布
考
」
（
『
函
館
新
聞
』
大

・
16

・

～

、

、

、

、
同
・

・

）
で
「
寛
永
本
料
理
物
語
」

6

21

24

26

27

30

7

3

に
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
『
料
理
物
語
』
（
寛
永
二
〇
年
）
に
は
鶴
の

料
理
法
と
し
て
「
せ
ん
ば
」（
引
用
は
「
料
理
物
語

寛
永
二
十
年
刊
」『

刻翻

江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
昭

・

所
収
に
よ
る
）

53

10

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
石
井
治
兵
衛
『
日
本
料
理
法
大
全
』
（
博
文
館
、

明

・

）
は
「
煎
羽
」
を
「
鳥
の
胴
が
ら
な
ど
入
、
せ
ん
し
、
煮
酒
仕

せ

ん

ば

31

6

込
に
て
、
さ
つ
と
吹
立
候
時
、
そ
の
儘
上
、
又
に
ん
に
く
少
し
入
、
其
儘

あ
け
、
後
作
身
を
い
れ
、
出
し
さ
ま
に
酢
を
少
加
ふ
る
な
り
、
又
下
汁
だ

し
豆
油
、
酒
に
て
仕
込
、
魚
鳥
の
作
身
を
入
れ
、
煮
立
出
す
も
せ
ん
ば
と

し
や
う
ゆ

い
ふ
」
と
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
は
鍋
料
理
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
十

蘭
が
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
「
新
版
八
犬
伝
」
で
の
「
白
鷺
」
を
本
作
で
「
鶴
」
に

置
き
換
え
た
理
由
と
し
て
は
、
大
団
円
に
ふ
さ
わ
し
い
点
、
食
用
鳥
で
あ

る
点
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
、
そ
の
「
鶴
」
が
な
ぜ
「
真
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鶴
」
な
の
か
、
し
か
も
「
丹
頂
の
鶴
」
に
見
立
て
て
ま
で
「
真
鶴
」
を
登

場
さ
せ
た
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
大
槻
文
彦
『
大
言
海
』
第
四
巻
（
昭

・

）
の
「
ま
な
づ
る
」
の
項
に
「
肉
、
美
ナ
レ
バ
此
名
ア
リ
ト
云
フ
」

10

9

と
あ
る
よ
う
に
、
食
用
鶴
の
代
表
は
マ
ナ
ヅ
ル
と
さ
れ
る

（
十
六
）

。
食
材
と

し
て
は
「
真
鶴
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
判
断
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
前

述
の
「
摩
天
嶺
上
の
丹
頂
鶴
の
缶
詰
」
の
例
に
あ
る
よ
う
に
タ
ン
チ
ョ
ウ

も
ま
た
食
さ
れ
て
い
る
。
本
作
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
も
、
正
体
は
「
臭

雉
」
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、「
丹
頂
の
鶴
」
の
「
鶴
の
缶
詰
」
で
あ
る
以
上
、

食
材
と
し
て
の
ふ
さ
わ
し
さ
が
決
定
的
な
理
由
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
こ
で
観
点
を
変
え
、
改
め
て
作
中
で
こ
の
「
真
鶴
」
が
ど
の
よ
う
に

描
写
さ
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
て
み
た
い
。
引
用
⑥
で
す
で
に
「
へ
ん
に

煤
ぼ
け
た
真
鶴
が
一
羽
、
し
よ
ん
ぼ
り
と
尾
羽
を
垂
れ
て
立
つ
て
ゐ
る
」

と
描
か
れ
る
こ
の
鶴
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

⑨

近
く
で
見
る
と
、
薄
い
黒
い
も
の
が
た
だ
も
つ
さ
り
と
し
て
ゐ
る
だ

け
で
鳥
の
や
う
で
は
な
く
、
大
き
な
煤
の
か
た
ま
り
で
も
空
か
ら
舞

ひ
落
ち
て
き
た
や
う
な
感
じ
で
、
赤
葵
色
が
か
つ
た
脚
の
赤
さ
が
、

モ

ー

ヴ

へ
ん
に
無
気
味
だ
つ
た
。

「
薄
い
黒
い
も
の
が
た
だ
も
つ
さ
り
と
し
て
ゐ
る
だ
け
で
」
と
い
う
箇

所
こ
そ
改
稿
を
経
て
削
ら
れ
た
が
、
引
用
⑥
に
「
煤
ぼ
け
た
」
と
あ
り
、

引
用
⑨
で
も
「
大
き
な
煤
の
か
た
ま
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
作
で
の
「
真

鶴
」
の
描
写
は
そ
の
灰
色
が
か
っ
た
体
色
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
こ
で
補
助
線
と
し
て
用
い
た
い
の
は
、
拙
稿
「
〈
二
重
性
〉
」（
前
掲
）

で
指
摘
し
た
〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
と
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ
の
融
合
で
あ
る
。

〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
と
は
、
十
蘭
作
品
群
に
現
わ
れ
る
雲
・
霧
・
靄
・
霞
・

煙
（
比
喩
上
の
言
及
も
含
む
）
の
描
写
の
う
ち
、
作
品
内
で
特
徴
的
な
機

能
を
担
っ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
雲
・
霧
・
靄
・
霞
は
水
と
空
気
の
中
間

的
状
態
で
あ
り
、ま
た
煙
は
物
質
と
空
気
の
中
間
的
状
態
と
い
っ
て
よ
い
。

つ
ま
り
〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
は
本
質
的
に
二
重
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
お

り
、
こ
の
点
で
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ
と
照
応
す
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

十
蘭
作
品
に
は
こ
の
両
モ
チ
ー
フ
の
イ
メ
ー
ジ
の
相
互
照
応
を
活
か
し
た

か
の
よ
う
な
場
面
を
含
む
作
品
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
本
作
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
本
作
に
お
け
る
〈
霧
〉
と
〈
二
重
性
〉
両
モ
チ
ー
フ
の
照
応
は

次
の
よ
う
な
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

⑩

「
こ
れ
は
ど
う
も
ご
念
の
入
つ
た
こ
と
で
、
今
日
は
、
表
門
で
は
な

く
、
裏
の
く
ぐ
り
か
ら
お
入
れ
く
だ
さ
い
ま
し
て
池
の
乱
杭
石
の
あ

た
り
へ
お
と
め
置
き
ね
が
ひ
ま
す
」
（
中
略
）
蘆
の
葉
先
が
雲
の
よ

う
に
も
や
ひ
、
茫
々
と
し
た
池
の
面
が
薄
光
り
し
な
が
ら
鱗
波
を
た

て
、
差
し
水
か
、
湧
き
水
か
、
し
つ
と
り
と
濡
れ
た
乱
杭
石
の
そ
ば

の
葎
の
中
に
、
紋
服
に
袴
を
つ
け
た
参
亭
と
薄
袷
の
冬
女
氏
が
し
づ

か
に
立
つ
て
ゐ
る
と
、
遠
い
向
ふ
岸
に
提
灯
の
光
が
見
え
、
そ
れ
が

池
の
縁
に
つ
い
て
大
き
く
廻
り
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
こ
ち
ら
へ
近
づ

い
て
き
た
。

右
は
鹿
島
が
冬
木
郎
に
仲
人
を
頼
ん
だ
の
ち
滋
子
が
鹿
島
邸
へ
と
戻
る

場
面
。
鹿
島
が
「
池
の
乱
杭
石
の
あ
た
り
へ
お
と
め
置
き
ね
が
」
っ
て
い

る
の
は
滋
子
で
あ
る
が
、
引
用
⑥
に
あ
る
よ
う
に
元
々
「
乱
杭
石
の
上
」

に
い
た
の
は
「
へ
ん
に
煤
ぼ
け
た
真
鶴
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
到
っ
て
も
滋

子
は
鶴
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
不
浄
門
で
あ
る
「
裏
の
く
ぐ
り
」

か
ら
滋
子
を
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
指
示
も
、
未
だ
彼
女
が
死
者
に
見
立

て
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
二
重
性
を
帯
び
た
ま
ま
の

滋
子
が
参
亭
と
「
乱
杭
石
の
そ
ば
の
葎
の
中
」
に
「
し
づ
か
に
立
つ
て
ゐ

る
」
そ
ば
で
は
、
ま
さ
し
く
「
蘆
の
葉
先
が
雲
の
よ
う
に
も
や
」
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
前
出
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
蝶
の
絵
」
（
『
週
刊
朝
日

別
冊
』
昭

・

）
で
は
、
戦
時
下
の
諜
報
活
動
、
そ
の
報
い
と
し
て
の

24

9

戦
後
の
二
重
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
男
の
生
涯
が
、
「
画
面
の
模
糊
と

し
た
灰
白
の
部
分
」
に
「
見
る
も
あ
や
ふ
げ
に
か
か
つ
」
た
蝶
の
絵
に
な

ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
述
の
〈
霧
〉
と
〈
二
重
性
〉
両
モ
チ
ー
フ
融
合

の
作
例
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
を
構
成
す
る
雲
等
の
描
写

に
し
ば
し
ば
「
灰
色
」
と
い
う
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る

（
十
七
）

。
こ
れ
ら
か

ら
推
測
で
き
る
の
は
、
十
蘭
作
品
で
は
灰
色
が
〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
同
様
、

二
重
性
の
イ
メ
ー
ジ
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
を
辿
る
な
ら
ば
、
本
作
で
「
煤
ぼ
け
た
」
体
色
を

し
た
「
真
鶴
」
が
登
場
す
る
理
由
が
漸
く
明
ら
か
と
な
る
。
前
述
の
よ
う

に
、
こ
の
鶴
は
参
亭
に
よ
っ
て
変
成
過
程
に
あ
る
「
丹
頂
の
鶴
」
に
見
立

て
ら
れ
、ま
た
鹿
島
に
よ
っ
て
行
方
の
知
れ
な
い
滋
子
に
見
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
見
立
て
の
媒
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
鶴
は
、
二
重
性
の
イ
メ

ー
ジ
と
親
和
性
が
高
い
灰
色
即
ち
「
煤
ぼ
け
た
」
体
色
を
し
た
「
真
鶴
」

で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
こ
れ
は
前
述
し
た
〈
霧
〉
と
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ

照
応
の
変
奏
な
の
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、
本
作
に
お
い
て
見
立
て
「
丹

頂
の
鶴
」
と
し
て
「
真
鶴
」
が
登
場
す
る
の
は
、
一
方
で
吉
兆
と
し
て
の

鶴
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
打
ち
出
し
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
は
見
立
て
と
い

う
〈
二
重
性
〉
モ
チ
ー
フ
が
頻
出
す
る
作
品
様
式
に
イ
メ
ー
ジ
に
お
い
て

通
底
す
る
鶴
を
登
場
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
こ
の
「
丹
頂
の
鶴
」
―
「
真
鶴
」
の
見
立
て
の
素
材
に
つ
い
て

も
触
れ
て
お
き
た
い
。
引
用
⑦
中
の
「
鶴
は
千
年
に
し
て
黒
、
三
千
年
に

し
て
白
鶴
」
は
、
西
晋
の
崔
豹
撰
「
古
今
註
」
中
の
「
鶴
千
歳
化
為
蒼
又

千
歳
変
為
黒
所
謂
玄
鶴
是
也
」
（
引
用
は
「
古
今
註
」
『
四
部
叢
刊
』
商
務

印
書
館
、
中
華
民
国
二
五
年
六
月
所
収
に
よ
る
）
の
捩
り
で
あ
る
。
す
で

に
触
れ
た｢

捕
物
御
前
試
合｣

（
前
掲
）
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

…
…
「
古
今
註
」
に
、
「
鶴
は
千
歳
に
し
て
蒼
と
な
り
、
二
千
歳
に

し
て
黒
、
即
ち
玄
鶴
な
り
。
白
鶴
も
ま
た
同
じ
。
死
期
を
知
れ
ば
、

深
山
幽
谷
に
か
く
れ
て
、
自
ら
死
す
」
と
ご
ざ
い
ま
す
。

「
白
鶴
も
ま
た
同
じ
」
以
下
は
創
作
と
思
し
い
が
、
十
蘭
が
「
古
今
註
」

の
鶴
に
関
す
る
記
述
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
須
田
千
里

「
『
母
子
像
』
の
内
と
外

―
久
生
十
蘭
論
Ⅱ
」
（
『
光
華
日
本
文
学
』
平

・

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
蘭
は
創
作
上
し
ば
し
ば
平
凡
社
『
大

5

7

百
科
事
典
』
を
参
照
し
て
お
り
、｢

捕
物
御
前
試
合｣

に
お
い
て
も
そ
の
記

述
の
多
く
を
同
事
典
に
よ
っ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
同
事
典
第
一

七
巻
（
昭

・

）
の
「
鶴
御
成
」
の
項
目
に
、

8

4

捕
へ
た
鶴
は
、
鷹
匠
が
刀
を
執
つ
て
、
将
軍
の
前
で
左
腹
の
脇
を
開

い
て
臓
腑
を
出
し
て
鷹
に
与
へ
、
あ
と
へ
塩
を
詰
め
て
縫
ひ
、
昼
夜

兼
行
で
京
都
へ
奉
つ
た
も
の
で
、
街
道
筋
で
は
之
を
「
御
鶴
様
の
お

通
り
」
と
称
し
た
。
こ
の
鶴
の
肉
は
新
年
三
箇
日
の
朝
供
御
の
吸
物

に
な
つ
た
。
当
日
鶴
を
捕
つ
た
鷹
匠
に
は
金
五
両
、
鷹
を
お
さ
へ
た

も
の
に
は
三
両
の
褒
美
を
賜
は
り
、
鶴
を
捕
へ
た
鷹
は
、
そ
の
功
を

賞
し
て
紫
の
総
を
つ
け
て
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
る
慣
ひ
で
あ
つ
た
。
当

日
午
餐
の
時
に
菰
樽
二
挺
の
鏡
を
開
い
て
鶴
の
血
を
絞
つ
て
入
れ
た

鶴
酒
を
供
の
人
々
に
賜
は
る
こ
と
も
、
後
に
は
例
と
し
て
行
は
れ
た
。

と
あ
り
、
一
方｢

捕
物
御
前
試
合｣

に
は
、

最
初
に
捕
へ
た
鶴
は
、
将
軍
の
御
前
で
鷹
匠
が
左
の
脇
腹
を
切
り
、

臓
腑
を
出
し
て
鷹
に
与
へ
、
あ
と
に
塩
を
詰
め
て
傷
口
を
縫
ひ
合
せ
、

そ
の
場
か
ら
昼
夜
兼
行
で
京
都
へ
奉
る
。
街
道
筋
で
は
、
こ
れ
を
、

『
お
鶴
様
の
お
通
り
』
と
い
つ
た
。
／
そ
の
後
に
捕
へ
た
鶴
の
肉
は

塩
蔵
し
て
、
新
年
三
ヶ
日
の
朝
供
御
の
鶴
の
お
吸
物
に
な
る
の
で
、
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当
日
鶴
を
捕
へ
た
鷹
匠
に
は
金
五
両
。
鷹
を
お
さ
へ
た
も
の
に
は
金

三
両
の
お
褒
美
。
鶴
を
捕
へ
た
鷹
は
そ
の
功
に
よ
つ
て
、
紫
の
総
を

つ
け
て
隠
居
さ
せ
る
規
定
。
猶
、
当
日
午
餐
に
は
菰
樽
二
挺
の
鏡
を

ひ
ら
き
、
日
頃
功
労
の
あ
つ
た

。

重
臣
に
鶴
の
血
を
絞
り
込
ん
だ

（
マ
マ
）

「
鶴
酒
」
を
賜
は
る
の
が
例
に
な
つ
て
ゐ
た
。

と
あ
る
。
対
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
引
用
し
た｢

捕
物
御
前
試
合｣

の
記
述
は
、
語
句
・
記
述
の
順
序
等
、
ほ
ぼ
『
大
百
科
事
典
』
を
引
き
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同
事
典
第
一
七
巻
の
「
鶴
」
の
項

目
を
見
る
と
、「
『
古
今
註
』
は
「
鶴
千
歳
則
変

蒼
、
又
二
千
歳
則
変
黒
、

レ

所
謂
玄
鶴
也
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
即
ち
白
鶴
に
つ
い
て
い
へ
る
も

の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
古
今
註
」
に
つ
い
て
も
同
事
典
の
「
鶴
」
の
項

目
を
参
照
し
た
と
考
え
て
よ
い

（
十
八
）

。
『
大
百
科
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
古

今
註
」
は
「
白
鶴
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
、
鶴
は
白
→

蒼
→
黒
と
変
色
の
過
程
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
本
作
で
参
亭
は
こ
の
白
→

黒
の
過
程
を
逆
転
さ
せ
た
上
で
、
鶴
が
黒
→
白
の
過
程
を
辿
る
と
し
て
い

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
本
作
は
滋
子
と
鹿
島
の
和
解
、
見
立
て
死
者
で
あ

っ
た
滋
子
の
鹿
島
家
へ
の
復
帰
と
い
う
大
団
円
を
迎
え
る
。
鈴
木
貞
美

「
「
西
林
図
」
迷
走
」
（
『
定
本
久
生
十
蘭
全
集

』
「
月
報
」
平

・

）

6

22

3

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
大
団
円
の
先
に
あ
る
の
は
恐
ら
く
参
亭
と
滋

子
の
「
祝
言
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
滋
子
に
見
立
て
ら
れ
る
当
の
鶴
の
変

色
過
程
が
黒
→
白
と
さ
れ
た
の
は
、
死
者
か
ら
花
嫁
へ
と
到
る
滋
子
と
の

対
応
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
鶴
―
滋
子
は
喪
服
を
連
想
さ
せ
る
黒
か
ら
、

婚
礼
の
白
無
垢
姿
を
連
想
さ
せ
る
白
へ
と
変
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
「
古
今
註
」
で
い
う
「
蒼
」
の
鶴
で
あ
る
。

前
掲
の
よ
う
に
、
こ
の
「
蒼
」
鶴
に
関
す
る
記
述
は｢

捕
物
御
前
試
合｣

で

も
正
確
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
蒼
」
鶴
と
は
マ
ナ
ヅ
ル
を
指
し

て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
マ
ナ
ヅ
ル
の
体
色
が
「
全
身
青
色
ヲ
帯
ビ
タ
灰

黒
色
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
蒼
」
鶴
が
マ
ナ
ヅ
ル
を
指
す
こ
と
は
見
や
す

い
が
、
史
料
に
よ
っ
て
も
、
例
え
ば
松
前
広
長
『
松
前
志
』（
天
明
元
年
）

に
「
蒼
鶴
は
即
ち
鶬
鶴
に
し
て
、
丹
頂
に
並
て
其
体
大
に
、
両
頰
赤
し
。

倭
俗
真
鶴
と
云
ふ
。
和
歌
に
マ
ナ
ツ
ル
と
よ
め
る
も
是
な
り
」
（
引
用
は

坂
倉
源
次
郎
・
松
前
広
長
・
平
秩
東
作
『
北
海
随
筆
・
松
前
志
・
東
遊
記
』

北
光
書
房
、
昭

・

に
よ
る
）
と
あ
る
。
函
館
出
身
の
十
蘭
は
昆
布
を

18

11

考
証
し
た
「
昆
布
考
」
（
前
掲
）
で
、
『
蝦
夷
拾
遺
』
『
蝦
夷
島
奇
観
』
『
松

前
蝦
夷
記
』『
北
海
随
筆
』
な
ど
北
方
関
係
史
料
に
多
く
言
及
し
て
お
り
、

「
当
時
の
松
前
蝦
夷
地
お
よ
び
樺
太
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
・
シ
ベ
リ
ア
な
ど

の
北
方
地
域
に
関
す
る
類
書
の
中
で
は
他
の
追
従
を
許
さ
な
い
最
高
の

書
」
（
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
平

・

）
と
さ
れ

4

4

る
『
松
前
志
』
に
目
を
通
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
恐
ら
く

十
蘭
は
「
蒼
」
鶴
が
マ
ナ
ヅ
ル
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
丹

頂
の
鶴
」
―
「
真
鶴
」
の
見
立
て
を
成
立
さ
せ
る
契
機
と
し
て
、
「
古
今

註
」
の
捩
り
を
作
中
に
導
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
久
生
十
蘭
「
鶴
鍋
」
に
お
け
る
同
時
代
的
現
実
（
空
襲
・

失
踪
・
「
家
」
の
解
体
）
の
摂
取
・
反
映
の
様
相
、
及
び
見
立
て
モ
チ
ー

フ
の
構
造
と
素
材
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
検
討
し
て

き
た
よ
う
に
、
本
作
は
戦
争
・
敗
戦
に
纏
わ
る
出
来
事
と
俳
諧
的
見
立
て

を
縦
糸
横
糸
に
と
っ
て
巧
み
に
織
ら
れ
た
一
篇
な
の
で
あ
る
。
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［
注
］

（
一
）
た
だ
し
、
戸
主
の
同
意
が
な
く
と
も
婚
姻
自
体
は
可
能
で
あ
っ
た
。
中
川

善
之
助
「
婚
姻
法
概
説
」
（
穂
積
重
遠
・
中
川
善
之
助
編
『
家
族
制
度
全
集

法
律
篇
Ⅰ
婚
姻
』
河
出
書
房
、
昭

・

所
収
）
に
は
「
戸
主
の
同
意
は
必

12

10

要
で
あ
る
け
れ
ど
も
（

）
、
こ
れ
を
欠
い
て
も
届
出
は
受
理
せ
ら
れ
、

民
七
五
〇

條
一
項

従
つ
て
婚
姻
は
有
効
に
成
立
す
る
（

）
。
た
ゞ
戸
主
に
よ
つ
て
か
ゝ
る

民
七
七
六

條
但
書

家
族
は
離
籍
せ
ら
れ
も
し
く
は
復
籍
を
拒
絶
さ
れ
う
る
に
止
ま
る
（

）
」

民
七
五
〇

條
二
項

と
あ
る
。

（
二
）
中
川
善
之
助
「
家
族
法
概
説
」
（
穂
積
重
遠･

中
川
善
之
助
編
『
家
族
制
度

全
集
法
律
篇
Ⅳ
家
』
河
出
書
房
、
昭

･

所
収
）
参
照
。

13

1

（
三
）
福
島
正
夫
『
日
本
資
本
主
義
と
家
制
度
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭

・
42

）
、
福
尾
猛
市
郎
『
日
本
家
族
制
度
史
概
説
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭

・

）

3

47

2

等
、
参
照
。

（
四
）
男
三
〇
歳
、
女
二
五
歳
に
達
す
る
ま
で
在
家
父
母
の
同
意
が
必
要
。
両
親

不
在
の
場
合
は
未
成
年
者
の
み
後
見
人
及
び
親
族
会
の
同
意
が
必
要
（
旧
七

七
二
条
）
。
後
者
に
つ
い
て
は
問
題
と
な
り
う
る
が
、
作
中
で
滋
子
の
年
齢

は
不
明
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
考
慮
し
な
い
。

（
五
）
参
亭
が
鹿
島
家
へ
婿
入
り
す
る
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、

初
出
で
は
「
そ
れ
は
い
け
な
い
と
一
と
言
で
き
ま
り
を
つ
け
る
の
だ
ら
う
」

と
い
う
箇
所
が
、
改
稿
版
で
は
「
そ
ん
な
男
の
と
こ
ろ
へ
嫁
れ
な
い
と
、
ひ

や

と
言
で
き
ま
り
を
つ
け
る
の
だ
ら
う
」
と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
考

慮
し
な
い
。

（
六
）
舟
橋
諄
一
「
相
続
人
の
廃
除
」
（
『
家
族
制
度
全
集
法
律
篇
Ⅴ
相
続
』
河
出

書
房
、
昭

・

所
収
）
参
照
。
女
子
で
あ
る
法
定
推
定
家
督
相
続
人
の
他

13

2

家
入
籍
を
理
由
と
し
た
廃
除
は
、
旧
九
七
五
条
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
此
他
、

正
当
ノ
事
由
」
に
よ
る
廃
除
に
該
当
。

（
七
）
拙
稿
「
〈
二
重
性
〉
」
（
前
掲
）
で
は
、
見
立
て
を
比
喩
一
般
と
区
別
す
る

た
め
、
大
石
「
見
立
て
の
詩
学
」
（
前
掲
）
が
指
摘
す
る
「
と
し
て
見
る
」

こ
と
の
要
請
の
強
さ
を
指
標
と
し
た
。
本
作
に
つ
い
て
い
え
ば
、
引
用
②
の

「
鶴
に
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
」
、
引
用
③
の
「
滋
は
も
う
こ
の
世
に
は
居
り
ま

せ
ん
」
等
の
鹿
島
の
発
言
に
は
、
ま
さ
に
〈
鶴
は
滋
子
で
あ
る
〉・
〈
滋
子
は

死
者
で
あ
る
〉
と
い
う
構
え
を
見
て
取
れ
、
「
と
し
て
見
る
」
こ
と
の
要
請

の
強
さ
を
念
頭
に
こ
れ
ら
を
見
立
て
と
呼
ん
で
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
八
）
草
森
「
心
理
の
谷
間
」
（
前
掲
）
は
「
倪
雲
林
の
「
西
林
図
」
」
と
は
元
四

大
家
の
ひ
と
り
倪
雲
林
の
画
「
西
林
禅
室
図
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
須
田
「
幸
田
露
伴
「
雪
た
た
き
」
の
構
想
」
（
前
掲
）
は
、
加

藤
一
雄
『
無
名
の
南
画
家
』
（
日
本
美
術
出
版
株
式
会
社
、
昭

・

）
に

22

2

は
「
「
西
林
禅
室
」
の
写
真
版
が
付
さ
れ
」、
倪
雲
林
は
「
毎
朝
鶴
の
吸
物
を

啜
つ
て
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
加
藤
と
参
亭
の
経
歴
の
類
似

を
指
摘
し
、
同
作
か
ら
本
作
へ
の
摂
取
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
興
味

深
い
指
摘
で
あ
る
が
「
鶴
の
吸
物
」
に
つ
い
て
は
後
述
の
よ
う
に｢

捕
物
御

前
試
合｣

（
『
奇
譚
』
昭

・

）
で
十
蘭
自
身
す
で
に
触
れ
て
お
り
同
作
か

14

8

ら
の
摂
取
が
決
定
的
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
な
お
須
田
論
で
も｢

摂
取
は
決

定
的
と
は
い
え
な
い｣

と
し
て
い
る
。

（
九
）
十
蘭
作
品
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
の
入
れ
子
構
造
は
「
魔
都
」
（
『
新

青
年
』
昭

・

～
昭

・

）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
拙
稿
「
〈
二
重
性
〉
」

12

10

13

10

（
前
掲
）
参
照
。

（
十
）
浜
田
雄
介
「
解
題
」
（
『
定
本
久
生
十
蘭
全
集

』
平

・

所
収
）
は
十

7

22

7

蘭
の
改
稿
・
自
作
引
用
を
「
彫
琢
」
「
変
奏
」
「
嵌
入
」
「
抽
出
」
に
分
類
し

て
整
理
・
解
説
し
て
い
る
。

（
十
一
）
明
治
以
降
に
限
っ
て
も
、
大
江
（
巌
谷
）
小
波
「
新
八
犬
伝
」
上
・
下

（
『
明
治
お
伽
噺
』
第
三
・
四
編
、
博
文
館
、
明

・

～

所
収
）、
幸
田

36

5

6
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露
伴
「

今
様
八
犬
伝
」（
『
玉
か
つ
ら
』
春
陽
堂
、
明

・

所
収
）、
西
沢

俤其

41

1

一
鳳
ほ
か
「
花

魁

莟

八

総
」
（
渥
美
清
太
郎
編
『
日
本
戯
曲
全
集
』
第

は
な
の
あ
に
つ
ぼ
み
の
や
つ
ぶ
さ

二
五
巻
「
小
説
脚
色
狂
言
篇
」
春
陽
堂
、
昭

・

所
収
）
、
土
田
杏
村
訳

4

10

『
八
犬
伝
物
語
』（
ア
ル
ス
、
昭

・

）
な
ど
、『
八
犬
伝
』
原
作
の
脚
色

5

9

・
翻
案
・
現
代
語
抄
訳
等
は
数
多
い
。
十
蘭
が
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
可
能
性

は
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
「
新
版
八
犬
伝
」
発
表
以
前
に
「
浜
路
が
白
鷺
に

な
っ
て
信
乃
に
会
い
に
ゆ
く
」
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
十
二
）
拙
稿
「
久
生
十
蘭
作
品
群
に
お
け
る
〈
霧
〉
モ
チ
ー
フ
」（
『
国
語
国
文
』

平

・

）
で
指
摘
済
。
引
用
は
曲
亭
馬
琴
、
小
池
藤
五
郎
校
訂
『
南
総
里

26

8

見
八
犬
伝
（
二
）
』（
岩
波
文
庫
、
平

・

）
に
よ
る
。

2

7

（
十
三
）
「
鷺
娘
」
に
つ
い
て
は
他
に
『
日
本
名
著
全
集
』
第
二
八
巻
「
歌
謡
音

曲
集
」（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
昭

・

）、
河
竹
登
志
夫
監
・
古
井
戸

4

11

秀
夫
編
『
歌
舞
伎
登
場
人
物
事
典
』
（
白
水
社
、
平

・

）
等
を
参
照
。

18

5

（
十
四
）
久
井
貴
世
・
赤
坂
猛
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
人
と
の
関
わ
り
の
歴
史

―
北

海
道
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
商
品
化
及
び
利
用
実
態
に
つ
い
て
」（
『
酪
農

学
園
大
学
紀
要
』
平

・

）
、
久
井
貴
世
「
贈
答
品
と
し
て
の
タ
ン
チ
ョ

21

10

ウ
の
利
用

―
近
代
日
本
に
お
け
る
事
例
を
中
心
に
」（
『B

IO
S
T
O
R
Y

』
平

・

）
で
は
様
々
な
事
例
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

24

12

（
十
五
）
久
井
「
贈
答
品
と
し
て
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
利
用
」
（
前
掲
）
参
照
。
元

山
津
及
び
摩
天
嶺
は
朝
鮮
の
地
名
。
明
治
期
、
朝
鮮
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
産
地

と
し
て
有
名
だ
っ
た
。

（
十
六
）
久
井
貴
世
「
江
戸
時
代
の
文
献
史
料
に
記
載
さ
れ
る
ツ
ル
類
の
同
定

―
マ
ナ
ヅ
ル
・
ナ
ベ
ヅ
ル
に
係
る
名
称
の
再
考
察
」（
『
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
研
究
論
集
』
平

・

）
も
参
照
。

26

12

（
十
七
）
該
当
作
品
は
「
新
版
八
犬
伝
」
、「
刺
客
」
、「
海
豹
島
」
、「
計
画
・
Я
」
、

「
魚
雷
に
跨
り
て
」
、
「
氷
の
園
」
、
「
十
字
街
」
、
「
雲
の
小
径
」
。
資
料
体
は

『
定
本
久
生
十
蘭
全
集
』
全
一
二
巻
（
国
書
刊
行
会
、
平

・

～
平

・

20

10

25

）。

2

（
十
八
）
紙
幅
の
都
合
上
こ
れ
以
上
の
例
証
は
控
え
る
が
、
同
様
の
箇
所
は｢

捕

物
御
前
試
合｣

に
な
お
何
ヵ
所
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
鶴
」「
鶴
御
成
」
の
項

目
に
加
え
、
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』
第
一
六
巻
（
昭

・

）
の
「
鷹
狩
」

8

3

の
項
目
か
ら
は
「
雁
御
成
」「
鶉
御
成
」「
雉
御
成
」
の
知
識
を
得
た
形
跡
が

あ
る
。

［
付
記
］

引
用
に
際
し
て
は
漢
字
及
び
変
体
仮
名
を
通
行
に
改
め
、
適
宜
ル
ビ
を
省
略
し

た
。

（
ひ
ら
き

し
ん
す
け
・
本
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
）


